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国立大学法人北陸先端科学技術大学院大学学長選考会議（第４６回）議事要録 

 

日  時  平成３０年９月２０日（木）１０：４０～１２：００ 

場  所  北陸先端科学技術大学院大学 国際交流会館１階 第１・第２会議室 

出 席 者  平澤議長 

相澤委員，岩澤委員，加藤委員，久和委員，澁谷委員，寺野委員，松澤委員， 

黒田委員，川西委員，神田委員，金子委員，村田委員，塚原委員 

 

  

議事に先立ち，第４５回（平成３０年６月２１日開催）の議事要録（案）を確認した。 

 

議  事 

 

  議長から，次期学長の選考方法について説明があり，意見交換を行った。 

 

 １．次期学長の選考方法について 

（１）選考方法全体について 

次期学長選考の実施要領は，平成３１年３月までの決定を目指して，今回を含め，残り３回

の学長選考会議において議論を進めていくこととする。 

 

（２）学長候補者の推薦について 

  従来，学長候補者の推薦時に推薦理由書と略歴書を提出した後，学長選考会議が候補者に意

向を確認し承諾書，経歴書及び所信の提出を依頼していたが，推薦時に学長候補者の所信も必

要書類として提出させるべきとの意見があった。 

  推薦資格者は准教授以上，副課長相当職以上，意向調査の対象者は准教授以上，課長以上と

なっているが，学長選考に若手の意見を反映する趣旨から，推薦資格者について講師・助教，

係長相当職まで広げてはどうか，また，同様に意向調査対象者についても，これに合わせて対

象を広げるべきではないかという議論があり，今後検討を継続することとした。 

 

（３）学長候補者によるプレゼンの方式について 

候補者の所信表明は，学内の教職員を対象としたものと，学長選考会議委員を対象としたも

のの２つがある。学長選考会議委員による所信の聴取は，学内教職員向けの所信表明とは別に

行うべきであるとの意見があり，次回議論を継続することとした。 

 

（４）学長候補者の決定について 

学長選考会議における学長候補者の決定については，いきなり投票を行うべきではなく，審

議項目の審議と人物評価を行うべきであるとの意見や，学長候補者を選定する際の評価尺度，

客観的な基準を設けるべきであるとの意見があり，これらについて次回議論を継続することと

した。 

以上 

 

 

 

 


